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概要 
 
 現在，コンピュータネットワークを主な媒体

として様々な局面で仮想世界が形成されている．

例えばゲームの分野においてはマルチユーザの

オンラインネットワークゲームが多く開発され

ており，それぞれが仮想空間を成していると言

ってよい．コンピュータネットワークにおける

仮想空間はボーダレス化，すなわち国境や地域

の差が少なくなるような動きが多く見られる．

これは利便性を求める観点から必要なことであ

るが，ここではあえて特定地域の情報に特別な

意味や特典を与えることによって，仮想空間内

で現実世界における特定地域の情報に価値を持

たせる方法を提案する． 
 
 
１．背景 
 
 近年，携帯電話の普及とともに，通話以外の

機能も重視されるようになってきた．携帯電話

を用いた電子メール，インターネット，Java 言

語を用いたゲームがほぼ標準の機能として認知

されるようになり，最近では GPS[1]などを用い

た位置測定，IC を利用した自動販売機や改札で

の自動課金機能なども大きな話題を集めている．

これらは携帯電話の新しい可能性を秘めている． 
しかし，これらの携帯電話の新しい機能は，

それぞれの携帯電話事業者に大きく依存する．

そのため現状においては携帯電話を利用するさ

まざまなサービスを提供していく上で，サービ

ス提供者は全ての携帯電話事業者を対象に個別

に対応していくか，特定の携帯電話事業者のみ

を対象にしてサービスを展開するなどしなけれ

ばならない． 
 
 
 
 
 
 

本稿では，位置情報によって利用者に様々な

サービスを提供する事を考え，地域や位置を取

得するデバイスに対してその種類を問わず，位

置や地域に対してユニークなコードを割り振り，

その位置情報を持つ利用者に共通のサービスを

提供する方法を考える． 
 
 
２．必要な仕組み 
 
 この提案では，大きく分けて位置や地域に対

して割り振るユニークなコードと，デバイスか

ら得られたデータをそのコードに変換する仕組

み，また得られたコードを実際に利用する情報

システムが必要となる． 
 
2-1 共通地域コード 
 まず，ある位置や地域に対してユニークな共

通地域コードを定義する．これはデバイスの種

類を問わず，位置や地域に対して割り振られる．  
 
2-2 デバイスから得られた情報と共通地域コー

ドの対応付け 
 次に，あるデバイスから得られた位置情報と

共通地域コードを対応付ける仕組みが必要とな

る．例えば，GPS から経度，緯度の情報を取得

したときに，それを共通地域コードに自動的に

変換する仕組みが必要となる． 
 
2-3 情報システム 

これらの共通地域コードを利用することによ

って，サービス提供者がデバイスを選ばない地

域の情報サービスを提供することが出来るよう

なシステムを構築する． 
 
 
３．実装および利用例 
 
まず共通地域コードを定義する．例えば，

「東京都」に 0000 というコードを，東京都の

「小金井市」に 1111 というコードが割り振られ

る．地理的には「小金井市」は「東京都」に含

まれるが，本稿ではこのコード自体にはその関

係の情報を含めない．これは例えば「小金井
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市」は「東京都」に含まれ，「東京都」は「日

本国」に含まれると規定した後に「関東地方」

という情報を追加する場合，「日本国」と「東

京都」の間に「関東地方」を挿入する為にコー

ド自体を変更しなければならないという事態が

発生するのを避けるためである．本稿ではこれ

らの関係について，コードを管理するサーバ側

で定義されているものとする． 
共通地域コードを利用するシステムの例とし

ては，利用者に対してサービスを提供する側が，

アクセスして欲しい場所や地域をあらかじめ設

定しておき，共通地域コードを認証に使用でき

るサーバにアップロードすることにより，利用

者はその指定された場所や地域に実際に行くこ

とでそのデータを利用する事が出来るようにす

る．本稿ではそのサーバを位置情報認証機能付

きサーバと呼ぶことにする． 
 位置情報認証機能付きサーバにアップロード

されるデータには，利用者が実際に利用する実

データの他に，それぞれどの場所からアクセス

を許可するかの場所を示す位置情報データ，ア

クセス権や認証情報を含むデータをそのヘッダ

に持つことにする． 
 そしてそのデータにアクセスするためには利

用者の持つ位置情報，つまり共通地域コードと，

データに設定されたアクセス権設定による二重

の認証を通過しなければならない．ただしアク

セス権設定に関しては位置情報のみでアクセス

を制限したい場合などは完全な公開でも構わな

いとする． 
 以上の仕組みによって，利用者はその位置や

地域の周辺情報を引き出すだけでなく，イベン

トやゲームなどの幅広い用途に対して，サーバ

アプリケーション側ではデバイス間の違いを意

識することなくシステムを構築することが出来

るようになる． 
例えば，A 町が町の宣伝として，A 町に訪れた

利用者にその町にちなんだ携帯電話画面の壁紙

をダウンロードさせたいとする．このときサー

ビス提供者である A 町はアクセスを許可する地

域として A 町の範囲を設定することによってそ

れを実現することが出来る．なお，この場合は

それ以外の認証を行う必要はないため，位置情

報以外のアクセス権や認証情報は設定しなくて

もよい． 
 また，携帯電話アプリケーションによるゲー

ムで，実際にある地域に行くことによってその

ゲームの追加データを得られるようにする場合

は，まずサービスの提供者のサイトで利用者は

ユーザ登録をし，ID とパスワードを取得する．

次に利用者はその地域に実際に行くことによっ

て位置情報を得る．このとき利用者はサーバに

対してその共通地域コードによる認証，ID とパ

スワードによる認証を両方行うことによってそ

のデータを得られることになる． 
 
 
４．まとめと課題 
 
 現在，実装して，具体的なシステムとする事

に伴う諸問題を検討中である． 
本稿では共通地域コードを定義し，それ自体

には情報を含めず，サーバ側で包含関係の情報

を管理することを想定したが，これを本当の意

味で地域情報に意味を持たせるために，これら

を地域情報を含むオブジェクトやセル[2]として

とらえ，地理的な距離や包含関係などの情報を

それらの間に定義する事も検討中である． 
これらをより具体化して，実装し，位置情報

に関してより汎用的なシステムの提案を進めて

いる． 
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